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高齢者施設懇話会の記事が掲載されました8 28

7月11～ 14日にオラ
ンダ・アムステルダム
を訪れました。IDDST 
2023（The 18th Annual 
Congress of International 
Drug Discovery Science 
and Technology：第18回
国際創薬科学技術会議）のセッション「Cancers/Tum-
ors」（がん／腫瘍）で演題発表者と座長に指名されてい
たためです。本来、同大会は2020年7月に開かれるは
ずでしたが、コロナ禍で延期され、3年越しの開催とな
りました。スキポール空港に11日の朝８時に到着。少し
だけ市内を散策し、翌日からの学会の準備にかかりまし
た。ところが、その努力もむなしく、期間中は幾度とな
く不測の事態に見舞われました。
翌朝、学会場の受け付けで学会秘書にお会いしたので

すが、彼女は顔を合わせるなり「申し訳ありません」とお
詫びしてきました。当初、7人と聞いていた発表者が途中で3人追加され、その後、
送られてきた要約では12人になっていたからで、聞けば、プログラム委員会の「よ
り良い論文を発表していただきたい」という意向や、延期されていた3年間に新しい
話題が選択されたという事情でした。
直前ではあったものの事前に資料は送られていたので、心の準備はできていた

のですが、お詫びの理由はそれだけではなかったのです。彼女曰
いわ

く、もう1演題の
追加と、発表・討論にかける時間の変更をお願いしたいと。幸い、担当セッション
が午後1時半からで時間的な余裕はあると思い、渋々了承しました。
しかし、午前のセッションが終了すると、彼女が駆け付けてきて、今度は翌日に予
定されていた発表が、発表者の都合で急遽

きょ

私のセッションに加わったという非情な
報告をしてきたのです。その演題はタイトルを見ても難しく、食事も取らずに必死
に調べ、何とか間に合わせたのですが、「俺は神様と違うで！ 自分の領域以外は理
解できない」というのが本心でした。結局、発表は私を含め12カ国から合計14演題。
休憩をはさみ、午後８時前に終わりました。各発表は、ポインターが準備されてお
らず、スクリーンにうまく文字が表示されないなど、参加者に伝わりにくい状況でし
た。また、発表後に寄せられる質問の内容が的はずれであれば、座長の私が最初に
指摘する必要があり、並大抵の緊張感ではありませんでした。
終了後は体調を崩し、食事も取れずに帰宿。最終日の総括会議では、プログラム

委員会のひとりから「他の座長は７演題だけ受けもったのに、なぜDr.Nakagawaは
14演題も担当したのか」と厳しく問われました（後に学会長からお詫びと謝辞が得
られたことに少しはホッとしました）。ハプニング続きでしたが、学会の内容そのも
のは大変素晴らしく、救いとなりました。

プライマリケアセンターは救
急外来（ウォークイン）の役割
を担い、通常外来と患者さんの
動線を分けている。紹介や予約
なしに来院し、受診する診療科
がわからない患者さんや、高度
な専門医療を必要としないが、
急な体調不良やケガで困ってい
る患者さんなどに対応。1 日の
患者数は 50 ～ 80 人で、多い時
は 100 人を超える。
同センターは院内の円滑化が

目的で、かかりつけ機能はもた

末吉敦院長は「2015 年の新
築移転の際、救急外来と通常外
来の動線を分けられるように設
計したのですが、うまく運用で
きていませんでした。センター
開設で、ようやく本来の機能を
発揮できます。診察室は 8 室で、
感染症対応の部屋もあります」
と説明。橋本泰プライマリケア
センター部長は「病院には専門
医療と総合医療の両方が必要で
す。当センターは総合医療をカ
バーし、どんな患者さんでも診
ていきます」と意気盛ん。
一方、ブレストセンターは待

合室に使うソファーや棚を新た
にそろえ、癒やしをもたらすBG
M を流し、患者さんに安心して
受診してもらえるよう整備。他
の外来から独立して開設するこ
とで、専門性をアピールしてい
る。また、4 月に常勤医師がひ
とり加わり 3 人体制（うち日本
乳癌学会の乳腺専門医が 2 人）
となり、診療機能も強化した。
同センターには最新のデジタ

ル・マンモグラフィー（乳房Ｘ
線装置）や、乳腺専用の PET（陽
電子放射断層撮影）装置である
マンモ PET があり、超音波や
MRI（磁気共鳴画像診断装置）
などと合わせ、さまざまな検査
が可能で、患者さんに合わせて
選択できる。
手術をサポートする機器とし

て、ICG 蛍光観察装置「MIPS」
を導入。これはプロジェクショ
ンマッピングの技術を応用し、
患者さんの体表や臓器に直接手
術ガイド情報を投影できる新シ
ステムだ。
治療では他診療科との連携を

強化。放射線治療は院内で対応
でき、形成外科医師がいるため
乳房再建も可能。将来的に出産
を希望する患者さんには、婦人
科と連携して治療を進める。ま
た、緩和ケア病棟や訪問看護ス
テーションによって、終末期の

※各講演は原則、当該病院のホームページからの事前申し込み制（例外あ
り）。あらかじめ視聴するための方法や推奨環境をご確認ください。

※各講演の参加費は無料（アプリのダウンロードや利用にかかる通信費
はご負担ください）。

※各講演に関するお問い合わせは当該病院へ。
※講演によっては定員になり次第、締め切らせていただくことがありま
す。

※各講演は診療の都合などで予告なく変更・中止になる可能性がありま
す。

⬆Facebookの「徳洲会
グループ」ページから
もアクセス！

8月29日～9月4日

視聴を希望される方へ

ない。新しい患者さんを受け入
れるための窓口として機能し、
必要に応じて専門科への橋渡し
や、地域の診療所（かかりつけ
医）などに逆紹介する。
院内のバックアップ体制とし

て、「総合内科チーム」を組み、
診察や初療が終わった患者さん
をスムーズに引き取る体制を構
築。また同院は、かかりつけ医
との“2 人主治医制”を取って
おり、逆紹介をしても患者さん
との関係は終わらず、いつでも
サポートできるようにしている。

宇治徳洲会病院（京都府）のプライマリケアセンターとブレストセ
ンターが順調だ。プライマリケアセンターは、どの診療科を受診す
れば良いかわからない患者さんなどに対応、必要に応じて専門科へ
の橋渡しをし、院内全体の診療を円滑化するのが目的。ブレストセ
ンターは検診から治療、退院後のケアまで長期にわたる乳がん治療
を総合的にサポートする。

診療機能の強化で地域に貢献

武蔵野徳洲会病院（東京都）
は 7 月 25 日、院内で「地域高
齢者施設連携懇話会」を初開催
した。同会は、近隣の高齢者施
設に同院の診療機能など情報提
供し、連携を強化するのが目的。
16 施設から 22 人が参加した。
冒頭、桶川隆嗣院長が同院の

展望や新規導入した国産初の内
視鏡手術支援ロボット「hinoto-
ri」などを紹介。高齢者施設に
対する医療体制強化事業に触れ、
専用ホットラインを設けること
で、①緊急時の対応がスムーズ、
②医師・看護師が 24 時間対応、

③入院時の手間が少ない――と
いったメリットを挙げた。
続いて、参加施設の自己紹介、

同院の診療科紹介、患者紹介に
関するお願いをした後、工藤智
史・感染管理室看護主任が「コ
ロナ 5 類変更後の状況と注意
点」をテーマに解説。さらに施
設からの質問、相談などに応え
る意見交換会を設けた。最後に、
新井秀樹・事務部長が「ぜひ早
めにご相談ください」と挨拶し、
閉会した。

高齢者施設と連携強化
武蔵野病院が初の懇話会

座長としてセッションを取り仕切る
中川総長

プライマリケアセンター＆ブレストセンター

宇治病院

徳洲会グループ WEB医療講演スケジュール

「プライマリケアセンターは院内の円滑化が目
的」と末吉院長（左）と橋本部長

「総合病院だからこそ治療に厚みがあります」と光
藤部長（左）
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白根徳洲会病院（山梨県）の佐藤あけみ看護部長
と白砂麻里・看護師長は、第45回山梨県看護大会
で表彰された。佐藤・看護部長は「看護功労者知
事表彰」を受賞。県の役員・講師のみならず日本看
護協会役員も歴任するなど、長年にわたり看護の
質向上に貢献したことがたたえられた。
白砂・看護師長は病棟業務に加え、一般の方を
対象に緩和ケアや終末期医療をテーマとする勉強
会の主催など、地域に向けた取り組みが評価され
「県民の看護師さん表彰」を受賞した。
着物で式に臨んだ佐藤・看護部長は「どのような役割や業務も頼まれたら

断らない姿勢を大切にしてきました。さまざまな経験を積み重ね、今の自分
がいます」と述懐。「多くの方々に支えていただいたおかげで、看護師という
素晴らしい仕事を続けることができました」と謝意を表した。自院からふたり
が表彰されたことについて「病院全体を評価していただいたとうれしく思って
います」と強調。
白砂・看護師長は「院外の活動も後押ししていただける職場環境があって
の受賞。今後は、院内でも一般の方に向けた取り組みができれば」と意欲的
だ。看護功労者知事表彰は19人が、県民の看護師さん表彰は5人が受賞して
いる。

「病院全体も評価されたと思
います」と佐藤・看護部長（左）
と白砂・看護師長

札幌東徳洲会病院
30日（水）午後2時 心不全と上手に付き合うためには～心不全自己管理のすすめ～

成田富里徳洲会病院
29日（火）午後4時 神経疾患の予防～脳ドック・健康診断を活用しよう～
31日（木）午後2時 肝臓の病気について

館山病院
30日（水）午後2時 高齢者におけるこれからの医療

東京西徳洲会病院
29日（火）午後1時半 最近、肩がこっていませんか？～その肩こりの原因・眼瞼下垂かもしれません～
29日（火）午後2時半 放射線治療について

湘南鎌倉総合病院
30日（水）午後2時 もう困らない！医師と病院の使い方～痛み編～Part2
30日（水）午後3時 身近な腰痛～知っておきたいこと～
31日（木）午後3時 介護は急にやってくる～人生会議のおはなし～
31日（木）午後4時 肥満がなくても要注意！～睡眠時無呼吸症候群の診断と治療について～
1日（金）午前10時 基礎から学べるZoom練習会
2日（土）午前9時 症状を出さずにしのびよる肺がん～診断と治療のポイント～
2日（土）午前10時 肺癌と縦隔腫瘍に対するロボット手術
2日（土）午前11時 がんについて知っておきたいこと～予防と早期発見のために～
2日（土）正午 便秘や痔だと思っていませんか？～大腸がんの話～
2日（土）午後2時 胆石症・胆のうポリープと日帰り手術

湘南藤沢徳洲会病院

30日（水）午後3時 手足のしびれと腰痛がツライと思ったときに聞く話～手根管症候群、足根管症候
群、上殿皮神経障害など絞扼性末梢神経障害に対する手術について～

31日（木）午前10時半 特別講演　脊柱側彎症の手術治療～お子さんからご年配の方まで～最新の
コンピュータナビゲーションシステム（ARTIS pheno）とロボット脊椎手術

31日（木）午後3時 便秘でお困りの方へ～便秘の間違った治療方法～
茅ヶ崎徳洲会病院

4日（月）午後2時 たばこのお話
名古屋徳洲会総合病院

29日（火）午後3時 「大動脈瘤について」～大動脈瘤の症状、診断と治療～
30日（水）午後2時 「循環器の最新治療」～心臓・動脈硬化の進化する治療～　 
31日（木）午後2時 「認知症診断に役立つ核医学検査」～認知症は画像でどうわかる～
31日（木）午後3時 「肺炎球菌と髄膜炎」～鼻のどに棲む肺炎球菌が牙を剥く・何時？何故？～
4日（月）午後2時 「施設のおはなし」～施設の種類についてお話します～
4日（月）午後3時 「訪問看護・訪問介護って何？」～安心して暮らしていくために～

野崎徳洲会病院
29日 (火)午後1時半 骨粗鬆症のお薬について

吹田徳洲会病院
29日（火）午後2時 意外と知らない医療費について

八尾徳洲会総合病院
29日（火）午後1時 今日から実践！！腰痛予防体操
29日（火）午後3時 いびきと隠れ脳梗塞～前触れサインを見逃すな～
30日（水）午後3時 民間保険の活用法
31日（木）午後3時 高血圧Ｑ＆Ａ
4日（月）午後3時 良い睡眠、悪い睡眠

和泉市立総合医療センター
30日（水）午後2時 肺炎のくすり

30日（水）午後2時半 結核のお話し
岸和田徳洲会病院

1日（金）午後2時半 がんができる仕組みと予防法
1日（金）午後3時 胃がんについて

神戸徳洲会病院
29日（火）午後3時 大動脈瘤について～大動脈瘤の症状、診断と治療～

中部徳洲会病院
29日（火）～30日（水）
【オンデマンド配信】 小児のお薬の飲ませ方～薬に混ぜていい食べ物、飲み物～

29日（火）～4日（月）
【オンデマンド配信】

【第1部】訪問リハビリテーションについて
【第2部】在宅看とりについて～ずっとお家で過ごせますよ～

無料送迎バスにブレストセンターの広告を掲示

近隣の高齢者施設に診療機能などを情報提供

がそれぞれ高い専門性をもって
治療にあたっていますが、今後
は、よりチームとして成熟して
いきたいです」と意欲的だ。

患者さんにも対応可能だ。
光藤悠子ブレストセンター部

長は「総合病院だからこそ治療
に厚みがあります。今は多職種

白根病院看護部の
佐藤部長＆白砂師長

山梨県看護大会で表彰
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